
 

 

 

 

 

 

■「内航未来創造プラン～たくましく 日本を支え 進化する」について 

国土交通省は、 「内航海運の活性化に向けた今後の方向性検討会」を設置して議論を重ね、船舶と船員の

「2つの高齢化」や中小企業が多く脆弱な事業基盤にある等の多くの課題の解消を図るため、平成29年6月に内

航海運についての新たな産業政策として「内航未来創造プラン～たくましく 日本を支え 進化する～」がとりまと

められましたのでご紹介します。 

本プランに基づく各施策の実施により、事業基盤の強化、荷主等の連携強化、モーダルシフトの一層の推進、

省エネ化・省CO2化の推進、先進船舶による効率性向上、円滑な代替建造促進、若手船員の確保・育成促進を

図り、荷主等との連携、技術革新を通じた「安定的輸送の確保」、「生産性向上」を実現させることとしています。 

  

「内航未来創造プラン」で定められた将来像・具体的施策は以下としています。 
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写真-1 突堤先端部状況写真 

図-1 H 形鋼貫通工法による対策工 

 

□直立消波ブロックの移動被災に伴う補修対策について 

～移動発生の原因を特定して実施した海岸保全施設長寿命化の事例～ 

1.概  要 

 海岸保全施設長寿命化計画に基づき、耐久性と恒久性及び経済性に着目し、直立消波構造の突堤先端部を対象

とした補修対策の検討を行った事例についてご紹介します。 

2.対策工検討上での問題点 

過年度に実施された海岸保全施設長寿命化計画では、突堤の先端部で

直立消波ブロックの移動が認められており、早急に対策が必要な施設という

判断結果が得られていました。 

このような場合の補修対策工としては、既設ブロックを撤去し、据え直しを

行って原形復旧することが一般的な工法でしたが、当該箇所においては次

のような問題点が挙げられました。 

1)移動が短期間で発生した原因の究明 

早急対策が必要となっていた突堤の先端部は、建設後 8 年間で移動が発生しており、原形復旧した場合でも同程

度のサイクルで同様の移動が発生することが考えられたため、移動発生の原因を究明して補修工法を選定することが

必要であること。 

2)原形復旧と同程度のライフサイクルコストの補修工法の検討 

 新たな長寿命化計画策定時でも原形復旧案を検討したが、移動が発生した原因によっては今後補修回数が増えて

コスト増大となる場合も考えられたため、耐用年数の 50 年間を考慮した場合でも LCC が経済的となる補修工法選定

が必要と判断されること。 

3.問題に対する対策工法の検討・提案 

1）移動が短期間で発生した原因の究明 

 移動発生の原因を特定するため、対象施設周辺での台風や冬季風浪の襲来状況及び発生頻度について調査を

行いました。その結果、近年では発生頻度の高い冬季風浪の襲来はあったものの、大型台風などによる大きい波浪

の襲来は確認できませんでした。以上の結果より、移動の発生原因は毎年の度重なる風波によるものと判断し、補修

工法の選定を行うこととしました。 

2）原形復旧と同程度のライフサイクルコストの補修工法の検討 

突堤先端部の移動が発生頻度の多い多方向からの波が要因となっ

ていたことから、経済性及び耐久性に着目した補修工法について以下

の工法を抽出して検討を行いました。 

A：隣接するブロック同士を等辺山形鋼で締め付ける等辺山形鋼連

結工法 、B:H 形鋼で上下ブロック同士を連結させ、高流動性コンクリー

トで充填する H 形鋼貫通工法、C:横ずれを防止させるために差し筋を設置し、後施工で突ホゾを設ける工法 

各工法を総合的に比較した結果、①防錆が不要で差筋の腐食の恐れがないこと、②耐久性向上に優れていること、

③遊水部の水流を乱す恐れがなく安定性にも優れることから、B:H 形鋼貫通工法を採用案としました。 

4.現時点での業務の評価 

移動の発生原因を特定して対策工法を採用したことで、今後 50 年間でのライフサイクルコストを縮減することができ

たものと考えます。また、既設ブロック本体中へ H 形鋼を打ち込むことで遊水部での水流を乱すことなく、本来の機能

を維持でき、施工性においても優れた対策工法を採用することができたものと考えます。 

 

 

株式会社 東光コンサルタンツ   営業担当： 

〒170 -0014 東京都豊島区東池袋４丁目 41 番 24 号東池袋ビル 8 階 
TEL: 03-5956 -5509    FAX: 03-5956 -5513 
URL: http://www.tokoc.co.jp   担当： 本社 技術本部 山本                            20170930 

直立消波ブロックの移動

（下段ブロック） 


